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３月11日、昭和中学校で

卒業証書授与式が行われ、85人

に卒業証書が手渡されました。
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２月12日（土）、 昭和村に花火を上げる

会（小池和弘会長）による『ウインターフェ

スティバル IN 昭和2005』が村総合運動公

園で行われました。

「子どもたちに夢と思い出を」をテーマに、

今年も、スノーモービルの試乗体験、宝探し

ゲームなど、盛りだくさんの内容でした。

午後７時にはメーンの打ち上げ花火がスタ

ート。およそ40分間、色とりどりの花火が

冬空を彩りました。
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▲こっちに投げて～

▲赤城高原農業観光協会
によるもちつき

▲
　

地
元
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
演
奏

▼スノーモービルに子供達は大喜び

▲
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平
成
16
年
度

体
育
協
会
表
彰

村
体
育
協
会
（
杉
木
哲
二
会

長
）
で
は
、
県
内
外
の
大
会
で

活
躍
し
た
競
技
者
の
功
績
を
た

た
え
て
、
毎
年
上
半
期
と
下
半

期
の
２
回
表
彰
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
功
労
者
１
人
、

優
秀
競
技
者
13
人
、
優
良
競
技

者
40
人
の
合
わ
せ
て
54
人
が
受

賞
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で

す
（
敬
称
略
）。

上
半
期

功
労
者
…
原
澤
政
雄
（
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
）

優
秀
競
技
者
…
高
橋
幸
三
（
タ

ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
）
、

竹
内
幸
雄
（
同
）、
高
橋
清
市

（
同
）、
後
藤
き
み
江
（
同
）、

星
野
叶
（
同
）
、
石
井
信
雄

（
同
）、
林
忠
明
（
同
）

優
良
競
技
者
…
小
野
未
宇
（
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
）
、
林
み
な
み

（
同
）、
関
上
春
奈
（
同
）、
竹

吉
未
範
（
同
）
、
小
野
博
子

（
同
）、
高
橋
紅
葉
（
同
）、
横

地
域
に
密
着
し
た
平
常
時
の
消
防
団
活
動
を

積
極
的
に
行
い
、
活
動
内
容
が
特
に
優
秀
な
消

防
団
を
消
防
庁
長
官
が
表
彰
す
る
「
消
防
団
地

域
活
動
表
彰
」
を
、
昭
和
村
消
防
団
（
倉
澤
憲

治
団
長
・
団
員
３
０
０
人
）が
受
賞
し
ま
し
た
。

村
消
防
団
が
平
常
時
に
行
っ
て
い
る
防
火
査

察
、
村
民
運
動
会
「
支
度
競
争
」
へ
の
参
加
等

が
地
域
防
災
力
の
向
上
に
寄
与
し
、
地
域
住
民

の
安
全
の
保
持
、
向
上
に
顕
著
な
功
績
が
あ
り

全
国
の
模
範
と
な
る
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
25
日
、日
本
消
防
会
館
で
、
林
省
吾
長

官
か
ら
倉
澤
団
長
に
賞
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
17
日
、
群
馬
県
消
防
大
会
が
伊

勢
崎
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
団
長
の
倉
澤
憲

治
さ
ん
が
群
馬
県
消
防
防
災
功
労
知
事
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

２
月
26
日
、
生
涯
学
習
大
会
が
村
公
民
館
多

目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
会
場
に
は
２
２
０
人
あ
ま
り
が
来
場

し
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
「
と
き
め
き
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ａ
」
代
表
の
関
上
吉
彦
さ
ん
が
子
供

た
ち
を
支
え
る
体
制
作
り
に
つ
い
て
発
表
。

続
い
て
の
記
念
講
演
で
は
「
ま
ず
い
！
も
う

一
杯
！
」
で
お
な
じ
み
の
俳
優
の
八
名
信
夫
さ

ん
が
「
出
会
い
　
ふ
れ
あ
い
　
人
の
味
」
を
演

題
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
八
名
さ
ん
は
「
ご

く
普
通
の
子
供
た
ち
も
、
テ
レ
ビ
を
見
て
悪
い

こ
と
が
は
や
っ
て
い
る
と
誤
解
し
、
影
響
を
受

け
る
。
く
だ
ら
な
い
番
組
を
見
せ
な
い
で
欲
し

い
」
と
来
場
者
に
語
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

村
消
防
団
・
倉
澤
団
長
が
表
彰
さ
れ
る

消防団地域活動表彰を受賞

悪
役
商
会
の
八
名
信
夫
さ
ん

が
講
演

２
月
〜
３
月

事業経過について説明する関上さん

倉澤憲治村消防団長まずいもう一杯
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２
月
７
日
、
平
成
16
年
度
婦
人
会
研
修
会
が

村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
内
容
は
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病

院
機
構
沼
田
病
院
薬
剤
科
長
の
山
ノ
井
賢
一
先

生
を
講
師
に
迎
え
て
の
健
康
講
話
と
、
フ
ィ
ル

ム
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
参
加
し
た
婦
人
会
員
お
よ
そ

90
人
は
、
半
日
に
わ
た
り
熱
心
な
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

健
康
講
話
で
は
「
薬
っ
て
な
あ
に
！
ち
ょ
っ

と
い
い
話
」
と
題
し
て
、
山
ノ
井
先
生
が
ジ
ョ

ー
ク
を
交
え
な
が
ら
楽
し
く
講
演
。
風
邪
薬
や

胃
薬
な
ど
、
身
近
な
薬
を
例
に
わ
か
り
や
す
く

話
を
し
て
い
ま
し
た
。
先
生
は
「
自
分
が
飲
ん

で
い
る
薬
に
つ
い
て
、
な
ぜ
飲
ま
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
か
き
ち
ん
と
理
解
し
服
用
す
る
こ
と

が
大
事
」
と
参
加
者
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

婦
人
会
が
健
康
に
つ
い
て
研
修

これからの農家経営について熱弁

３
月
１
日
、「
む
ら
づ
く
り
Ｉ
Ｎ
し
ょ
う
わ
」が

村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
農
業
委
員
や
農
業
関
係
者
ら
約

１
２
０
人
。

開
会
式
の
後
、
農
林
水
産
省
関
東
農
政
局
次

長
・
鮫
島
信
行
さ
ん
が
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
村

づ
く
り
」
を
演
題
に
講
演
し
ま
し
た
。
鮫
島
さ

ん
は
、
在
タ
イ
国
日
本
大
使
館
で
国
際
機
関
を

担
当
し
た
り
、
農
林
水
産
省
経
済
局
国
際
部
国

際
企
画
課
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

を
担
当
し
た
り
と
豊
富
な
国
際
経
験
を
持
っ
て

い
ま
す
。

講
演
の
中
で
鮫
島
さ
ん
は
「
昭
和
村
は
こ
ん

に
ゃ
く
生
産
量
日
本
一
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
い
つ
か
追
い
越
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
し
か
な
い
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
を
発
見
、
創
造
し
、
そ
れ
を
宣
伝
、
販
売
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
」
と
指
摘
。
ま
た
、
こ
れ

か
ら
の
農
業
経
営
に
つ
い
て
「
農
業
は
経
営
者

の
創
意
工
夫
で
、
今
よ
り
も
さ
ら
に
大
き
な
市

場
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
全
村
を

上
げ
、
み
ん
な
の
知
恵
を
結
集
し
て
農
業
経
営

に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
」
と
参
加
者
に
語
っ
て

い
ま
し
た
。

む
ら
づ
く
り
Ｉ
Ｎ
し
ょ
う
わ
を
開
催

坂
真
梨
奈
（
同
）、
竹
澤
愛
梨

（
同
）、
石
井
萌
理
（
同
）、
高

橋
知
世
（
同
）
、
飯
塚
早
紀

（
剣
道
）、
澤
浦
茜
（
同
）、
堤

梨
紗
（
同
）、
山
口
愛
里
（
同
）、

加
藤
潤
（
同
）
、
横
坂
佳
世

（
同
）、
竹
之
内
遥
（
同
）、
大

塚
匠
（
柔
道
）、
林
正
平
（
卓

球
）、
加
藤
直
人
（
同
）、
武
田

拓
也
（
同
）、
川
津
和
輝
（
同
）、

飯
塚
拓
哉
（
同
）、
渡
辺
勇
太

（
同
）、
石
井
正
道
（
同
）、
阿

部
隼
司
（
同
）
、
後
藤
貴
幸

（
同
）、
平
野
翔
太
（
同
）

下
半
期

優
秀
競
技
者
…
戸
部
隆
（
柔

道
）、
新
木
剛
史
（
陸
上
）、
石

井
光
行
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）、
千

田
み
よ
子
（
同
）、
石
井
清
司

（
剣
道
）、
森
啓
（
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
）

優
良
競
技
者
…
大
木
直
人
（
柔

道
）、
小
室
諒
（
同
）、
大
木
美

佳
（
同
）、
小
野
マ
イ
ダ
（
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
）、
新
井
梓
（
同
）、

江
田
彩
香
（
同
）、
瀬
下
侑
子

（
同
）、
塚
本
美
咲
（
同
）、
堀

美
雪
（
同
）、
堤
麻
里
奈
（
同
）、

七
五
三
木
郁
江
（
同
）、
石
井

宏
祐
（
野
球
）

開会行事の様子

ジョークを交え楽しく講演



新婚さん、金婚を迎えたご
夫妻の登場者を募集していま
す。自薦・他薦は問いません。
皆さんどしどしご応募くださ
い。【問い合わせ】役場企画
課広報統計係1２４－５１１
１（内線３２）

6

いきいきサークル

糸井カラオケむつみ会
先生／林　かね子

代表／玉谷　允

今年で結成20周年を迎える、糸井のカラオケサ

ークル。男性５人女性９人の14人で活動中で、毎

年３月に行われる村民芸能祭には、結成以来毎年参

加しています。練習は月に２～４回。

会の魅力について「大きな声を出すから健康にい

いんですよ。ぼけ防止にもなります」と笑顔で話す

会員たちの平均年齢はなんと70代後半。まだまだ、

元気いっぱいで活動中です。先生の林さんは「昔教

えて、自分でも忘れた歌を覚えていて歌ってくれる

のでとてもうれしいですね」と笑顔で話してくれま

した。

「声を出すのが
健康にいいんですよ」

34

「
た
だ
夢
中
で
、
気
づ
い

た
ら
こ
う
な
っ
て
い
ま
し

た
」
と
國
男
さ
ん
。
と
よ
さ

ん
は
「
い
ろ
い
ろ
と
病
気
も

し
た
の
で
少
し
大
変
だ
っ
た

け
ど
、
今
は
幸
せ
で
す
」
と

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
ま

す
。ご

夫
婦
は
現
在
息
子
さ
ん

た
ち
と
一
緒
に
生
活
。
お
孫

さ
ん
家
族
は
別
棟
に
住
ん
で

い
ま
す
が
、
合
わ
せ
て
10
人

の
大
家
族
で
す
。
２
年
前
に

は
息
子
さ
ん
た
ち
が
家
を
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
リ
フ
ォ
ー
ム

し
て
く
れ
た
そ
う
で
、「
風

呂
も
ト
イ
レ
も
す
ぐ
そ
ば
に

あ
る
し
、
移
動
も
楽
。
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
２
人
の
共
通
の
趣

味
は
な
ん
と
海
外
旅
行
。
今

ま
で
に
カ
ナ
ダ
を
始
め
、
10

カ
国
以
上
を
回
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
ま
た
、
読
書
や
カ

ラ
オ
ケ
も
好
き
で
、
本
は
月

に
２
冊
程
度
を
村
公
民
館
で

借
り
て
読
ん
で
い
る
そ
う
で

す
。
カ
ラ
オ
ケ
に
つ
い
て
は

「
群
馬
テ
レ
ビ
で
放
送
し
て

い
る
カ
ラ
オ
ケ
大
賞
に
出
て

み
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で

一
言
。
こ
の
他
に
も
温
泉
を

回
っ
た
り
、
ち
ぎ
り
絵
を
し

た
り
と
本
当
に
多
趣
味
。

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
は
、

「
今
の
ま
ま
、
こ
の
生
活
を

ず
っ
と
続
け
て
い
け
れ
ば
、

本
当
に
幸
せ
で
す
ね
」
と
ニ

ッ
コ
リ
。

星　野　國　男さん (78歳)
と　よさん (74歳)

・追分　　

「
今
が
最
高
に
幸
せ
」

（昭和30年３月４日入籍）



二
月
十
六
日
京
都
議
定
書
が
発
効
さ
れ
日
本
は
、二
〇
一
二
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）
な
ど
を
削
減
す
る
目
標
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
、多
く
の
台
風
等
が
日
本
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
環
境
や
気
候
の
急
激
な
変
化
の
現
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
、
環

境
や
気
候
の
悪
化
を
防
止
す
る
た
め
に
は
こ
の
削
減
目
標
を
達
成
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
み
な
ら
ず
昭
和
村
の
将
来
の
農
業
を
守
る
た
め
、
次
世
代
の
た
め
に

も
こ
の
議
定
書
の
発
効
を
機
に
、
今
以
上
に
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

次
回
の
登
場
者
は
、
廣
田
和
人
さ
ん
（
23
歳
・
鎌
沢
）
で
す
。

環

境

問

題
小林雅樹さん(松ノ木平第一・24歳)

7

・
若
い
人
た
ち
の
話
題
と
か
お

願
い
し
ま
す
。

広
報
し
ょ
う
わ
で
は
毎
月
、

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
ハ
ガ
キ
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ク
イ
ズ
の
答
え
の
ハ
ガ
キ
、

イ
ラ
ス
ト
、
ご
意
見
ご
感
想
な

ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
投
稿
し
て

く
だ
さ
い
。
イ
ラ
ス
ト
に
ク
イ

ズ
の
答
え
を
書
い
て
い
た
だ
い

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。（
な
る

べ
く
多
く
の
ご
意
見
を
掲
載
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
都

合
に
よ
り
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
）

こ
の
他
に
も
、
新
婚
さ
ん
、

金
婚
を
迎
え
た
ご
夫
妻
、
す
こ

や
か
ち
ゃ
ん
の
登
場
者
は
い
つ

で
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
役
場
広
報

統
計
係
（
1
24
―
５
１
１
１
内

線
32
）
ま
で
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
も

紙
面
の
都
合
の
つ
く
限
り
掲
載

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

広
報
統
計
係
か
ら
の
お
願
い

ハガキの隅に書いてありました。
こんなイラストも大歓迎。



２月６日、第37回ピンポンフェスティバルが村社会体育

館で行われました。

参加したのは、村内の65チームおよそ500人。Ａ・Ｂ・

Ｃ・Ｄの４クラスで好・珍プレー続出の白熱した試合を展

開しました。

成績は次のとおりです。

Ａクラス…①プリティーズＡ、②スピリタス96Ｃ、③生越

Ａ。

Ｂクラス…①ブンブンクラブ、②ピンポンズ、③ダンディ

ーマシンガンズ１、教育委員会Ａ。

Ｃクラス…①体育指導委員、②愛ちゃん、③プリティーズ

Ｂ、常木Ａ。

Ｄクラス…①一五会Ｂ、②農業委員会Ｄ、③農業委員会Ａ、

一五会Ａ。

ピンポンフェスティバル開催

２月21日、村社会体育館で

村若妻会連絡協議会（岡田喜

代美会長）のインディアカ大

会が行われました。

参加したのは同会員82人。

18チームが４ブロックに分か

れて、それぞれ優勝を争いま

した。

参加者たちは、息のあった

チームプレーで熱戦を展開し、

冬の寒さを吹き飛ばしました。

各ブロックの優勝チームは

次のとおりです。森下４、森

下３、橡久保３、橡久保１。

若妻がインディアカで熱戦

きまるかっ

村内の３保育園で、ひなまつ

り行事が行われました。

子育保、第２保では３月１日、

３月３日にそれぞれもちつき

を、第１保では３月３日に発表

会を行いました。

どの保育園でもつきたてのお

餅や、ひなまつりの特別料理が

用意され、園児たちに振る舞わ

れました。

ひなまつりで
ペッタン、ペッタン

よいしょ　よいしょ

つきたてのおもち、おいしいかな

そ～れ

8



9

２月20日、村社会体育館で第29回

村子ども会卓球大会が行われました。

この日は、19地区の子ども会育成

会から34チーム、およそ300人が参

加。

練習の成果を発揮し、白熱した試合

を展開していました。

成績は次のとおりです。①上糸井・

滝寺Ａ、②入原Ｂ、③鎌沢Ｂ、入沢Ａ

２月19日、大河原小学校で「ふれあいの日」の行事が

行われました。

内容は、児童が総合学習で調べた食農教育に関しての発

表、優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰受賞記念祝賀会、上毛か

るた大会やドッジボール大会と盛りだくさん。昼食には、

自分たちでついたおもちやけんちん汁などを食べました。

なお、子供たちが作成した食農教育の資料は、３月31

日まで沼田合同庁舎玄関ホールに掲示されています。

大河原小で親子ふれあいの日卓球で練習の成果発揮

雪の中で行われたもちつき

ナイスレシーブ

ＮＰＯ法人・ネットワークしょうわ（諸田郁夫理事長）

は２月13日、村保健センターで「味の素料理教室」を開

催しました。

この料理教室は、昨年10月から味の素が始めたもので、

年間5,000人を対象として出前形式で行われており、県内

での開催はこれが初めて。

この日は、村内の44人が参加し、講師の指導を受けな

がら「鶏肉のビール煮」「カブとフルーツの酢味噌あえ」

を完成させました。

NPOネットワーク昭和が料理教室

真剣な表情で作り方を聞く参加者たち



1 0

国
保
へ
入
っ
た
り
、
や
め
た
り

す
る
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

■
加
入
す
る
と
き

①
転
入
し
て

き
た
②
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を

や
め
た
③
子
供
が
生
ま
れ
た
④
生

活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

■
や
め
る
と
き

①
転
出
し
た
②

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し

た
③
死
亡
し
た
④
生
活
保
護
を
受

け
始
め
た

■
そ
の
他

①
退
職
者
医
療
制
度

の
対
象
に
な
っ
た
②
世
帯
主
や
氏

名
が
変
わ
っ
た
③
同
じ
市
区
町
村

内
で
住
所
が
変
わ
っ
た
④
出
稼
ぎ

や
長
期
の
旅
行
に
行
く
⑤
保
険
証

を
な
く
し
た
り
、
汚
れ
て
使
え
な

く
な
っ
た

届
け
出
に
必
要
な
も
の
に
つ
い

て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

毎
日
の
育
児
は
楽
し
い
で
す

か
？
育
児
の
悩
み
・
迷
い
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
す
が
ち
ょ
っ
と
し
た
言

葉
で
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
ん

な
言
葉
を
使
っ
て
楽
し
い
育
児
に

す
る
た
め
に
講
演
会
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

３
月
22
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
45
分

■
場
所

村
保
健
セ
ン
タ
ー

■
講
師

グ
ル
ー
プ
イ
ン
サ
イ
ト

心
理
教
育
研
究
所
所
長
　
加
藤
昌

弘
先
生

■
申
し
込
み

先
着
30
組

■
そ
の
他

託
児
の
必
要
な
方
は

申
し
込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課

４
月
１
日
か
ら
、
結
核
予
防
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予

防
接
種
が
変
わ
り
ま
す
。

■
対
象
年
齢

４
歳
未
満
か
ら
生

後
６
か
月
未
満
に

■
接
種
方
法

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
検
査
を
廃
止
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
直

接
接
種
に
…
乳
幼
児
結
核
の
多
く

（
特
に
１
歳
未
満
）
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
未

接
種
者
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
乳
児
の
重
症
結
核
を
防
ぐ
目

的
で
、
乳
児
期
の
早
い
段
階
に
、

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
せ

ず
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
接
種
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

４
月
１
日
に
６
か
月
を
迎
え
る

乳
児
は
、
対
象
外
と
な
り
ま
す
の

で
、
接
種
す
る
場
合
は
全
額
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。４
歳
未
満
で
、

ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
お
子
さ
ん

は
、
他
の
予
防
接
種
と
の
間
隔
や

体
調
に
注
意
し
て
、
３
月
31
日
ま

で
に
ぜ
ひ
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
ま

で
。個

人
で
設
置
し
た
浄
化
槽
を
お

使
い
の
方
は
浄
化
槽
法
第
11
条
に

基
づ
き
、
通
常
の
保
守
点
検
と
は

別
に
、
毎
年
１
回
、
生
活
排
水
が

適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
検
査

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
検
査
の
実
施
率
を
向
上
さ

国
民
健
康
保
険
の

届
け
出
は
14
日
以
内
に

保
健
福
祉
課
　
内
線
27

浄
化
槽
の
点
検
が

変
わ
り
ま
す

建
設
課
　
内
線
38

４
月
１
日
か
ら
、Ｂ
Ｃ
Ｇ

予
防
接
種
が
変
わ
り
ま
す

保
健
福
祉
課
　
内
線
25

聞
い
て
納
得

子
育
て
の
コ
ツ
Y

保
健
福
祉
課
　
内
線
26

■受付時間 午後１時～３時

■対象者 ①子宮がん：昭和６１年４月１日以

前に生まれた偶数年齢の人、②乳がん・甲状腺

がん：昭和４１年４月１日以前に生まれた偶数

年齢の人

■検診上の注意 ①平成１７年度より対象等の

変更があるため昨年受診していない方は受診表

がなくても受診できます。当日直接会場にお越

しください。②受診表裏面の注意事項を必ずお

読みください。③受診表は必ず記入し、受付に

は本人が持参してください。④健康手帳を持参

してください。

■検診料 無料

■問い合わせ 保健福祉課

婦人科検診のお知らせ

村 保 健 セ ン タ ー

地域活性化センター

大河原住民センター

赤 城 原 区 民 館

地域活性化センター

村 保 健 セ ン タ ー

中内出、常木、滝寺、南内出、上内出

永井、入原、川額、入沢、鎌沢

中野、長者久保、大河原、追分

赤谷、赤城原、松ノ木平

田岸、大堀、滝久保、池原、生越

森下上組・中組・下宿、橡久保

吹張、宿、中宿

他で受けられなかった人

４／５ (火)

４／７ (木)

４／14(木)

４／15(金)

４／18(月)

４／19(火)

４／25(月)

貝 野 瀬 農 業 構 造
改 善 セ ン タ ー

期　日 場　　所 対　象　地　区
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■もんだい
今年で11回目となるウインターフェス

ティバル。冬の花火がきれいでしたね。
では、問題です。ウインターフェステ

ィバルのテーマは『子供たちに○○○○
○を』です。○に入る文字を答えてくだ
さい。

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなた
でも応募できます。s賞品＝正解者の中から抽選
で図書券500円分を差し上げます。s締め切り＝
３月31日(木)。s発表＝４月号「広報しょうわ」。
s答えは必ずハガキに書き、下記要領で応募して
ください。

u２月号のクイズの答えは、「97人」でし
た。応募総数は３通。当選者は次のとおり
です(敬称略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。
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手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

街
帰
り
に
鱈
の
白
子
を
買
ふ
て
来

て
食
べ
さ
せ
て
く
れ
し
父
を
恋
し
む

萩
原
　
栄
子

人
力
車
を
人
混
み
分
け
て
走
ら
せ

る
ハ
ッ
ピ
の
若
衆
雷
門
に竹

吉
喜
志
子

歌
に
聞
く
小
木
の
港
の
た
ら
い
舟

た
だ
細
波
に
夫
と
ゆ
れ
た
り
　
　
　
　

川
端
　
も
と

年
賀
は
が
き
に
宛
名
が
少
し
変
り

ま
し
た
と
遠
く
住
む
息
の
合
併
の

報
せ

和
南
城
き
の
江

凍
み
る
朝
居
間
に
移
せ
し
サ
ボ
テ

ン
の
花
咲
き
始
め
ぬ
薄
紅
色
の

林
　
　
マ
ス

は
ね
出
し
の
苺
で
あ
れ
ど
大
き
く

て
自
分
で
食
べ
る
を
た
め
ら
う
ほ

ど
に
　

林
　
　
み
よ

天
神
様
の
幟
に
風
の
荒
る
る
中
入

学
祈
願
の
双
子
と
並
ぶ

堤
　
　
み
ゑ

孫
二
人
吾
が
手
の
運
び
見
つ
め
を

り
お
手
玉
の
技
い
よ
い
よ
得
意
に
　
　

須
藤
　
澄
子

父
母
兄
弟
逝
き
て
遠
の
く
生
家
で

も
一
日
た
り
と
忘
る
ゝ
こ
と
な
く

林
　
と
み
子

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

う
ら
白
や
余
生
の
春
の
共
白
髪

小
林
　
仁
作

若
菜
摘
む
せ
ゝ
ら
ぎ
の
音
詩
に
替
え

横
坂
　
庄
三

ふ
る
さ
と
に
老
い
て
八
十
路
の
屠

蘇
を
酌
む

新
木
　
武
治

健
か
に
笑
顔
が
う
れ
し
初
句
会

藤
井
三
代
子

初
刷
り
の
墨
の
香
届
き
ぬ
夜
明

け
前

金
井
　
粂
子

地
の
息
吹
指
に
伝
へ
て
若
菜
摘
む

眞
下
　
章
子

来
る
人
の
咳
一
つ
門
の
松

杉
木
　
哲
二

寒
昴
大
人
の
玩
び
輪
投
げ
熱

狩
野
　
亀
男

★ 林　　　宗一郎 (17 歳 )
★ 小　林　くるみ (15歳 )
★ 星　野　真　弓 (12歳 )

生 越
鎌 沢
三 ツ 谷

応募規定

せ
る
た
め
、
50
人
槽
以
下
の
浄
化

槽
に
限
り
現
地
検
査
と
放
流
水
採

取
を
、
普
段
お
宅
に
伺
っ
て
い
る

保
守
点
検
業
者
が
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
実
施

17
年
４
月
１
日
か
ら

■
問
い
合
わ
せ

沼
田
保
健
福
祉

事
務
所
環
境
グ
ル
ー
プ
1
２
３

―
２
１
８
５

土
地
・
家
屋
に
対
し
て
課
す
る

「
固
定
資
産
税
」
の
納
税
義
務
者

に
限
り
、
自
己
所
有
の
土
地
・
家

屋
と
ほ
か
の
資
産
の
評
価
額
を
縦

覧
帳
簿
に
よ
り
比
較
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
期
間

17
年
４
月
１
日

（
金
）
〜
５
月
31
日
（
火
）、
な
お

土
日
、
祝
祭
日
は
除
く

■
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

■
場
所

役
場
税
務
課

■
対
象
者

昭
和
村
の
固
定
資
産

税
（
土
地
・
家
屋
）
の
納
税
者
で

あ
る
。
こ
の
場
合
、
納
税
者
の
同

居
の
親
族
で
納
税
者
か
ら
の
委
任

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
、
当
該

納
税
者
の
代
理
人
と
し
て
委
任
状

を
提
示
し
た
者
。

■
用
意
す
る
物

納
税
通
知
書
、

ま
た
は
課
税
明
細
な
ど
の
関
係
書

類
。
ま
た
は
、
身
分
証
明
書
（
運

転
免
許
証
な
ど
）、
納
税
者
以
外

の
者
は
納
税
者
の
委
任
状
。

■
そ
の
他

自
己
の
資
産
の
評
価

額
等
の
確
認
は
、
閲
覧
と
し
て
こ

れ
ま
で
ど
お
り
行
え
ま
す
。な
お
、

借
地
借
家
人
は
借
り
て
い
る
資
産

の
評
価
額
等
を
確
認
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
。

口
座
振
替
前
納
割
引

17
年
度
分
の
保
険
料
を
前
納
す

る
と
、
現
金
払
い
で
２
、
８
９
０

円
、
口
座
振
替
で
は
３
、
４
２
０

円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。
口
座
振

替
に
よ
る
前
納
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
３
月
30
日
（
水
）
必
着
で
、

社
会
保
険
事
務
所
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
早
割
制
度

月
々
の
保
険
料
を
口
座
振
替
で

当
月
末
に
引
き
落
と
し
、
定
額
保

険
料
か
ら
40
円
が
割
引
か
れ
る

「
口
座
振
替
早
割
制
度
」
も
あ
り

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
割
引
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

平
成
17
年
度
固
定
資
産
税

の
縦
覧
が
で
き
ま
す

税
務
課
　
内
線
19

し
わ
ぶ
きあ

そ



置
し
ま
す
。

こ
の
再
編
に
よ
っ
て
、
県
民
と

県
政
の
距
離
を
縮
め
、
現
場
に
近

い
と
こ
ろ
で
地
域
の
諸
課
題
に
つ

い
て
判
断
し
、
地
域
で
必
要
な
機

能
を
総
合
的
に
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

３
月
14
日
よ
り
沼
田
土
木
事
務

所
が
沼
田
合
同
庁
舎
内
に
移
転
し

ま
す
。
電
話
番
号
や
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
等
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
住
所

〒
３
７
８
―
０
０
３
１

沼
田
市
薄
根
町
４
４
１
２

群
馬

県
沼
田
合
同
庁
舎
５
階

詳
し
く
は
、
沼
田
行
政
事
務
所
総

務
経
済
部
1
２
２
―
４
３
３
８
へ

自
治
ネ
ッ
ト
と
は
、
県
民
と
県

と
の
情
報
の
共
有
や
協
働
に
よ
る

県
政
を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
取

り
組
み
で
す
。

▼
活
動
期
間

４
月
〜
18
年
３
月

▼
メ
ン
バ
ー
の
要
件

・
県
内
在
住
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
取
り
組
め
る
方

1 2

おまわりさんからのお知らせ

警察官（特別）採用試験
平成17年度警察官（特別）採

用試験を行います。受験資格等

詳細は、沼田警察署にお問い合

わせください。

▼試験区分 警察官Ａ特別、警

察官Ｂ特別（いずれも平成17年

10月１日から勤務可能な人）

▼受付期間 ３月22日（火）～

４月８日（金）

▼第１次試験 ５月22日（日）

▼試験案内配布場所 沼田警察

署・昭和駐在所

▼問い合わせ 沼田警察署1２

２－０１１０

経済について知りたい
義　経
〃

３月19日(土)
４月２日(土)

16日(土)

期　　日 特　集

第１・３土曜日は
公民館図書室へ

■時間 午前10時～午後２時

■小学生向けの特集
干支の動物が登場する物語

や絵本のコーナーです。
３月　ヒツジ
４月　いじめっ子がいっぱい　

■問い合わせ 村教育委員会
事務局1２４－５１２０

厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
人
口
動

態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
調
査
は
皆
さ
ん
か
ら
の
出
生
・

死
亡
・
死
産
・
婚
姻
及
び
離
婚
の

各
届
書
を
も
と
に
、
出
生
や
死
亡

の
状
況
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
す

が
、
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
に

は
、
届
書
に
職
業
の
記
入
も
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
死
亡
届

に
は
、
産
業
の
記
入
も
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福

祉
の
向
上
の
た
め
の
統
計
資
料
と

し
て
活
用
い
た
し
ま
す
。

本
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す
の

で
、
届
出
を
さ
れ
る
方
々
に
は
ご

面
倒
で
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
調
査
期
間

17
年
４
月
１
日
か

ら
18
年
３
月
31
日
ま
で

▼
調
査
対
象
者

出
生
届
・
死
亡

届
・
死
産
届
・
婚
姻
届
及
び
離
婚

届
の
届
出
を
さ
れ
る
方
々

▼
調
査
方
法

各
届
出
を
さ
れ
る

と
き
に
、
そ
れ
ぞ
れ
職
業
を
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
死

亡
届
に
は
、
産
業
も
併
せ
て
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
役
場
窓

口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

県
で
は
、
行
財
政
改
革
を
進
め

る
中
で
、
直
接
皆
さ
ん
と
接
す
る

現
場
で
あ
る
、
地
域
機
関
の
機
能

を
維
持
・
強
化
し
、
よ
り
質
の
高

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
地
域
機
関
を
再
編
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
縦
割
り
行
政
の
事
務

所
で
あ
っ
た
行
政
事
務
所
、
保
健

福
祉
事
務
所
、
農
業
総
合
事
務
所

及
び
土
木
事
務
所
を
再
編
し
、

「
地
域
に
あ
っ
た
総
合
的
な
行

政
」、「
地
域
で
完
結
で
き
る
行

政
」、「
広
域
的
な
観
点
か
ら
の
行

政
」
を
実
施
す
る
組
織
と
し
て
、

県
内
５
地
域
に
「
県
民
局
」
を
設

くらしの
情　報
広く村民の皆さんに呼びか
けたいことがありまし
たら、このページを
ご利用ください。

「
人
口
動
態
職
業
・

産
業
調
査
に
協
力
を
」

◆
厚
生
労
働
省

▼
お
知
ら
せ

沼
田
土
木
事
務
所
が

移
転
し
ま
す

◆
沼
田
行
政
事
務
所

県
の
地
域
機
関
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す

◆
県
総
務
局
総
務
課

県
民
自
治
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

メ
ン
バ
ー
募
集

◆
県
新
政
策
課

▼
募
　
集



・
報
酬
・
旅
費
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
募
集
人
数

県
内
で
３
０
０
名

▼
申
込
方
法

次
の
事
項
を
記
載

し
て
申
し
込
む
。

・
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
Ｅ
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス

・
応
募
理
由
（
４
０
０
字
程
度
）

▼
締
切

３
月
25
日
（
金
）
必
着

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

沼
田
行

政
事
務
所
総
務
経
済
部
〒
３
７
８

―
０
０
３
１
沼
田
市
薄
根
町
４
４

１
２
1
２
２
―
４
３
３
８

１
・
予
備
自
衛
官
補

▼
受
付

４
月
８
日
（
金
）
ま
で

▼
受
験
資
格

18
歳
以
上
34
歳
未

満
の
者

▼
試
験
日

４
月
16
日
（
土
）
〜

そうだんがいど

家庭内や隣近所のもめごとなど
でお悩みの人は、ご相談ください。
村人権擁護委員が相談に応じま
す。◆日時：４月７日（木）、午
後１時30分～４時、◆会場：役
場会議室。

高血圧や糖尿病などでお悩みの
人は、ご相談ください。役場保健
師が相談を受けます。◆日時：３
月31日（木）、午後１時～４時、
◆場所：村保健センター1２４－
５１４２。

「眠れない」、「イライラして落
ち着かない」など、心に悩みを持
つ人はご相談ください。専門家が
相談に応じます。◆日時：４月１
日（金）、午後１時30分～（事前
に電話予約を）、◆会場：沼田保
健福祉事務所1２３－２１８５。

パートナーからの暴力やさまざ
まな悩みを持っている女性の相談
や支援を行います。◆日時：平日
午前９時～午後８時、土日祝日午
後１時～５時◆相談専用電話1０
２７－２３１－４４８８

国民健康保険税10期、水道料
４期、下水道使用料６期は３月
31日（木）が納期です。完納に
ご協力ください。

今・月・の・納・期

こころの健康相談

女性相談センター

健康相談

特設人権相談所

1 3

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

根
　
岸
・
武
井
　
幸
栄

こ
う
え
い

く
ん

さ
ん
の
子
２
月
９
日
生

常
　
木
・
斉
藤
　
琉
楼

り

ろ

ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
２
月
21
日
生

勇
　
一

理
　
沙

茂
久
美
子

２
月
届
出
分

う
ぶ
ご
え

永
井
下
・
山
口
新
作
さ
ん

58
歳
２
月
６
日
没

大
河
原
・
星
野
す
ゑ
さ
ん

84
歳
２
月
６
日
没

生
　
越
・
林
　
　
け
さ
ん

92
歳
２
月
８
日
没

・
�
田
　
代
さ
ん

76
歳
２
月
13
日
没

森
下
中
・
綿
貫
万
吉
さ
ん

64
歳
２
月
15
日
没

追
　
分
・
丸
山
日
出
哉
さ
ん

72
歳
２
月
21
日
没

中
　
宿
・
加
藤
卯
三
郎
さ
ん

66
歳
２
月
23
日
没

・
渡
邉
キ
ク
ヱ
さ
ん

79
歳
２
月
24
日
没

追
　
分
・
林
　
彦
治
さ
ん

77
歳
２
月
24
日
没

追
　
分
・
掘
ハ
ル
ヱ
さ
ん

71
歳
２
月
27
日
没

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

中
野
下
・
片
�
　
実
さ
ん

53
歳
２
月
１
日
没

吹
　
張
・
�
田
辰
雄
さ
ん

77
歳
２
月
２
日
没

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

松
ノ
木
平

第
　
２

わが村の人口

人　口　　7,906人　　(－13)
男　　　3,895人　　(－７)
女　　　4,011人　　(－６)

世帯数　　2,154人　　(－４)
※（ ）内は前月比

３月１日現在（住基人口）

赤
城
原

第
　
１

月
４
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
沼
田
募

集
事
務
所
1
２
３
―
４
１
１
１

▼
受
験
資
格

昭
和
53
年
４
月
２

日
〜
59
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

１
　
大
卒
者
お
よ
び
平
成
18
年
３

月
卒
業
見
込
み
の
者

２
　
人
事
院
が
１
に
掲
る
者
と
同

じ
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

▼
試
験
日

第
１
次
試
験
６
月
１

２
日
（
日
）、
第
２
次
試
験
７
月

25
日
（
月
）
〜
28
日
（
木
）

▼
申
し
込
み

４
月
１
日
（
金
）

か
ら
15
日
（
金
）
消
印
有
効
（
土
、

日
曜
日
は
除
く
）

▼
問
い
合
わ
せ

沼
田
税
務
署
1

２
２
―
２
１
３
１

18
日
（
月
）
の
い
ず
れ
か
１
日

２
・
幹
部
候
補
生

▼
受
付

４
月
４
日
（
月
）
〜
５

月
13
日
（
金
）

▼
受
験
資
格

①
一
般
、
技
術
幹
部
候
補
生
（
音

楽
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員
含
む
）

●
20
歳
以
上
26
歳
未
満
（
22
歳
未

満
は
大
卒
者
（
見
込
み
含
む
））

●
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見

込
み
）
は
28
歳
未
満
（
海
上
技
術

幹
部
候
補
生
は
、
理
学
又
は
工
学

課
程
修
了
者
に
限
る
）

②
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

●
歯
科
…
専
門
の
大
学
卒
（
見
込

み
）
で
20
歳
以
上
30
歳
未
満

●
薬
剤
科
…
専
門
の
大
学
卒
（
見

込
み
）
で
20
歳
以
上
26
歳
未
満

（
薬
学
修
士
取
得
者
は
28
歳
未
満
）

▼
試
験
日

１
次
試
験
５
月
21
日

（
土
）
・
22
日
（
日
）、
２
次
試
験

６
月
21
日
（
火
）
〜
23
日
（
木
）、

３
次
試
験
７
月
23
日
（
土
）
〜
８

国
税
専
門
官
を募

集
し
ま
す

◆
沼
田
税
務
署

予
備
自
衛
官
補
・

幹
部
候
補
生
を
募
集

◆
自
衛
隊
群
馬
地
方
連
絡
部




